
図書館総合展「OA義務化、悩んで当然。だからシェアするリポジトリの試行錯誤」

2025年10月23日(水)

九州大学附属図書館eリソース課リポジトリ係

平野 かおる

hirano.kaoru.659@m.kyushu-u.ac.jp

九州大学附属図書館におけるリポジトリ

登録の実務 : 著作権調査を中心に



自己紹介： 平野 かおる（Kaoru Hirano）

2

2017.04 九州大学附属図書館 入職

2017.04-2019.03 理系図書館 理系資料サービス係（窓口業務）

2019.04-2023.03 医学図書館 受入目録係（図書購入・受入）

2023.04-現在 eリソース課リポジトリ係

はじめに



1. 九州大学学術情報リポジトリ（QIR）の場合

2.実際の登録の流れ

3本日の発表



1. 九州大学学術情報リポジトリ（QIR）の場合

2.実際の登録の流れ

4本日の発表



5

QIRトップ画面

Click!

図書館トップページ
＞ QUICK LINK
＞リポジトリ（QIR）

またはPICK 
UPより↓

九州大学学術情報リポジトリ（QIR）の場合

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_browse/papers/

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_browse/papers/
http://hdl.handle.net/2324/4403546
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_browse/papers/
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コンテンツページ

本文ファイル
トップページ

https://hdl.handle.net/2324/7169360

梶原 瑠衣, 山根 泰志, 「買える」図書館定番グッズを作る, 大学図
書館研究, 2024, 125 巻,
公開日 2024/03/05, Online ISSN 2186-103X, Print 
ISSN 0386-0507,
https://doi.org/10.20722/jcul.2166

九州大学学術情報リポジトリ（QIR）の場合

https://hdl.handle.net/2324/7169360
https://doi.org/10.20722/jcul.2166


QIRのコンテンツ数・コンテンツタイプ内訳
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公開コンテンツ数合計

66,801件

（2025年9月30日時点）

学術雑誌論文, 

12,063

学位論文, 

8,418

紀要論文, 

31,887

会議発表論文, 

2,639

会議発表資料, 523

図書, 836

テクニカルレポート, 

915

研究報告書, 1,433
研究データ, 30

その他, 8,057

九州大学学術情報リポジトリ（QIR）の場合
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図書館から研究者や出版社に論文の公開を
依頼する際の根拠、よりどころとなる

対象は、学術雑誌論文、会議発表論文、紀要論文

※ただし、教員に対する強制力はない

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/open/qir/oa_policy

九州大学学術情報リポジトリ（QIR）の場合

九州大学のオープンアクセス方針

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/open/qir/oa_policy
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学術雑誌論文の登録の流れ
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「著者＝著作権者」とは限らない！

研究者に代わり、本文ファイルの

公開可否/条件を確認

依頼
著作権
調査

メタデータ
入力

公開

収録誌表紙

論文ファイル
コンテンツページ

メタデータ≒目録情報
（例：タイトル、著者、作成日、掲載誌）

実際の登録の流れ



QIRへの登録依頼方法

 Q-RADeRS
（次ページ参照）

 図書館Webサイトのマイページ
（マイページにログイン→必要事項の入力→本文ファイルのアップロード）

※2025年10月下旬にリニューアル予定、必要事項の入力部分を効率化

 メール依頼
（メールで、研究成果の情報と本文ファイルを送付。研究データはメールのみの受け付け）

1

3

2

キューレーダーズ

実際の登録の流れ 11



九州大学教員活動進捗・報告システム（Q-RADeRS）

Q-RADeRS

論文情報を入力・本文ファイルをアップロード

QIRに登録

キューレーダーズ

QIRにリンク

実際の登録の流れ 12



キューレーダーズ

この論文をリポジトリで公開したい！
とりあえず手元にあるPDFをアップロードするね。

公開していいかは、わからないんだけど...

OK！
公開できるかどうかは
図書館で調べるね。

実際の登録の流れ 13



著作権調査開始！

 確認内容1

 論文はどこで出版されている？

発行元は出版社？ それとも学会？

14

論文タイトル

著者名

ジャーナル名

DOI
提供された本文ファイル
から発行元をチェック

同定できた！
この○○出版社から
出版されている！

実際の登録の流れ

など...
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出版社の著作権ポリシーデータベース

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/216

タイトルやISSNで検索

海外のジャーナルはOpen Policy Finder

• データベースに載っていない場合、出版社のWebサイトで直接確認
• データベースに載っていても、念のため出版社のWebサイトを直接確認
• Webサイトに記載がない場合、お問合せフォームやメールで問合せ

国内版は学協会著作権ポリシー(SCPJ)

実際の登録の流れ

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/216
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Open Policy Finderの見方(1)

実際の登録の流れ

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564

→検索してヒットしたけれど、結局何をどう公開していいのかわからない

どうみたら
いいの...？

ここで悩んだ！

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564


17実際の登録の流れ

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564

Published＝出版社版

Accepted＝著者最終稿（査読後）

Submitted＝プレプリント（査読前）

発行元のポリシーへの
リンク

Open Policy Finderの見方(2)

→論文のバージョンごとに、それぞれ選択肢（オプション）があるみたい？

ここで悩んだ！

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564


18実際の登録の流れ

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564

④Embargo: No embargo
→エンバーゴなしで公開できる（すぐ公開可）

②OA Fee： This option has an Open Access fee associated with it
→このオプションにはオープンアクセス料金がかかる（要APC: Article Processing Charge）

⑥Locations:
Named Repository (PubMed Central, Research for Development Repository, ESRC Research 
Catalogue) 
Non-Commercial Repository 
Non-Commercial Website 
Journal Website
→公開できる場所は特定のリポジトリ、非営利リポジトリ、非営利ウェブサイト、ジャーナルのWebサイト

⑤Licence:
→CC BY-NC-ND 4.0（表示-非営利-改変禁止 4.0） 、 CC BY-NC（表示-非営利）

Open Policy Finderの見方(3)

→ためしに「Published」の「Show」を開いてみる

ここで悩んだ！

①Published: Option with associated OA fees, no embargo & CC BY-NC-ND and 1 other licence
→OA料金がかかるオプションで、エンバーゴなし、CC BY-NC-NDライセンス及びもう1つのライセンス
が適用される

③OA Publishing: This option includes Open Access publishing 
→このオプションにはオープンアクセス出版が含まれる

⑦Conditions: Published source must be acknowledged with citation
→公開された情報源は、引用によって明示する必要がある

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564


19実際の登録の流れ

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564

Open Policy Finderの見方(4)

→ではひとつ目の「Accepted」を見てみると...

ここで悩んだ！

「Locations」に機関リポジトリがない
＝このオプションでは公開不可

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564


「Locations」に「Institutional Repository」
＝機関リポジトリで公開可

20実際の登録の流れ

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564

Open Policy Finderの見方(5)

→ふたつ目の「Accepted」に「Institutional Repository」がある！

ここで悩んだ！

機関リポジトリで公開可能

・エンバーゴ: 24カ月
・ライセンス： CC BY-NC-ND
・条件: 出版社版のDOIをリンクさせること

他には...
「Non-Commercial Repository」
「Non-Commercial Website」
「Any Website」
であれば機関リポジトリで公開OK

OK

メタデータにそれぞれ記載

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/id/publication/15564
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件名：刊行物の著作権について(九州大学附属図書館)

○○学会 御中

突然のご連絡失礼いたします。

九州大学附属図書館リポジトリ係の●●と申します。
貴会の刊行物の著作権についてお尋ねしたく、ご連絡差し上げました。

九州大学では、学術・教育・産業の活性化に貢献することを目的として、
本学に所属する研究者の著作物を収集し「九州大学学術情報リポジトリ」に登録すべく活動を行っております。
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/collections/qir

このたび、本学●●研究院の●●教授より下記の論文について、機関リポジトリで公開したいとの申し出がございました。

掲載誌：
論文タイトル：
巻号、ページ：
発行時期：

当リポジトリは、登録された文献をインターネット上で公開するものですが、上記文献を公開することに問題はございません
でしょうか。
公開にあたりましては出典を明示致します。

ご多忙の折大変恐縮ですが、ご検討のほどよろしくお願い申し上げます。

実際の登録の流れ

発行元への問い合わせ（日本語）

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/collections/qir
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Sub: Inquiry about your copyright policy（Kyushu University）

Dear Sir or Madam,

Hello.
I'm ●● in the Digital Repository Section, Kyushu University Library in Japan.

I'd like to ask about the copyright of a book.
We are collecting research outputs of our faculty members and digitizing it.
Kyushu University Institutional Repository
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/en/collections/qir

We received a request to deposit the following paper in repository from the author.
Title: ～～
Author: ●●
https://doi.org/～～

We will ask about the copyright policy of this magazine, and how to get permission to publish it into our repository.
If you are not the person in charge, please forward this mail to them.

Best Regards,
●●

発行元への問い合わせ（英語）

実際の登録の流れ

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/en/collections/qir
https://doi.org/%EF%BD%9E%EF%BD%9E
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裏ワザ： 他機関リポジトリへの問い合わせ

実際の登録の流れ

Click!

【絞込み例】
・ISSN：該当のジャーナルを入力
・本文リンク：ありにチェック

⇓
検索結果から
「機関リポジトリ」をクリック
（※似たケースを探す）

CiNii Researchの検索画面



著作権調査開始！

 確認内容2

 提供されたファイルはどっち？

24実際の登録の流れ

（中略）

https://doi.org/10.1016/j.cartre.2025.100570

OR

（中略）

https://hdl.handle.net/2324/2552964

https://doi.org/10.1016/j.cartre.2025.100570
https://hdl.handle.net/2324/2552964


 提供されたファイルはどのバージョン？

VoR？ AM？ AO?

– VoR＝Version of Record（出版社版。早期公開を含む。）

他） 出版版、Published journal article、Final published versionなど

– AM＝Accepted Manuscript（出版雑誌の一論文として受付されたもの。

内容とレイアウトは出版社の投稿様式に沿ったもの。）

他） 著者最終稿、受理原稿、 Accepted version、Author final versionなど

– AO＝Author’s Original（十分な品質であるとして、著者から正式な査読に

提出される版。）

他） プレプリント、投稿原稿、 Submitted manuscript、Author’s draftなど

25

JPCOARスキーマガイドライン
「出版タイプ」より抜粋

※即時OAの対象は、査読付き学術論文（電子ジャーナルに掲載された査読済みの研究
論文（著者最終稿を含む））及び根拠データであり、プレプリントは対象とはならない。

実際の登録の流れ

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/17

学術論⽂等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本⽅針、及び学術論文等

の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針の実施にあたっての具体的方
策に関するFAQ（内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局、2024年10月
8日更新）https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_houshin_faq.pdf

バージョンの見分け方と呼称ここで悩んだ！

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/17
https://www8.cao.go.jp/cstp/oa_houshin_faq.pdf


著作権の譲渡と著者最終稿
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公開不許可

多くの出版社が
リポジトリ上での

公開許可
多くの出版社が
リポジトリ上での

実際の登録の流れ



QIR上での本文ファイルの公開可否・公開条件を確認

 確認内容

 公開可否

→公開できる場合

 公開可能なファイルのバージョン

 公開可能な時期 （例：「出版日から1年後」）

 その他公開に必要な条件（例：出典の明示、許諾申請書の提出）

 確認方法

 出版社のポリシーを各Webサイト上で確認する

 各出版社・雑誌のポリシーをまとめたデータベースも参照

 出版社に問い合わせフォームやメールで問合せる

 【裏ワザ】他機関リポジトリに聞いてみるのもあり！

27

このような公開禁
止期間を「エンバー
ゴ」と呼びます。

実際の登録の流れ

著作権調査まとめ



メタデータ入力（E-CatsLibrary）
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 論文タイトル
 著者名
 出版日
 収録誌名
 収録巻号
 収録ページ
 助成情報 etc.

②本文ファイル等から
のコピー&ペーストで、
メタデータを手入力
※記述ルールに従う

①項目クリックで
編集用のテキストボッ
クスを開く

入力項目

実際の登録の流れ



29最後に①

みんな同じところで悩んでいる！

著作権ってどう調べればいいの？

機関リポジトリに登録してよい論文って？

相談する人がいない...

データベースを活用

自身で著作権が判断できない場合、
発行元に問い合わせてみよう！

ファイルのバージョンがわからない時は、
研究者や発行元に聞く

自信がないときは、公開したものを研究者
や研究者に確認してもらう

別の機関リポジトリ担当者に聞いてみる！

そもそも入力の仕方がわからない！

私で良ければお気軽にどうぞ！



30最後に②

九大図書館での取組み

【オープンアクセスPRロゴ】
OAをPRするキャッチフレーズ「NO OPEN ACCESS, NO SCIENCE」

クリエイティブ・コモンズのパブリック・ドメインツール
『CC0 1.0』でPRロゴを配布中

〈使用例〉

・トートバッグ

・バナー

※改変利用も含め、クレジット表記なく自由に使用可

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/open/oalogo

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/open/oalogo


ご清聴いただきありがとうございます。

31


	図書館総合展「OA義務化、悩んで当然。だからシェアするリポジトリの試行錯誤」�2025年10月23日(水)　�九州大学附属図書館eリソース課リポジトリ係� 平野 かおる�hirano.kaoru.659@m.kyushu-u.ac.jp
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	QIRのコンテンツ数・コンテンツタイプ内訳
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	著作権調査開始！
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	著作権調査開始！
	スライド番号 25
	著作権の譲渡と著者最終稿
	スライド番号 27
	メタデータ入力（E-CatsLibrary）
	みんな同じところで悩んでいる！
	九大図書館での取組み
	ご清聴いただきありがとうございます。

